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●第３回懇談会は、子どもを取り巻く地域の

状況を知るために、コミュニティの関係者

に加え、現役の「子ども会」及び「まちの

こクラブ」の関係者の計９名が参加し、 

子どもたちにとっての理

想の渡内を考えることか

らスタートしました。 

地域ぐるみで子どもたちを育むことの大切さを共有 

●子ども会やまちのこクラブについて、組織・活動の現状や運営上の工夫、悩みなどを共

有しました。子ども会やまちのこクラブの役員経験があるコミュニティの関係者から

は、当時の活動内容などが紹介され、時代の流れに合わせて運営体制を変化させてい

ることや一方で変えることの難しさなどの新たな気づきもありました。 

●各団体の方々が子どもたちへの温かい思いを持ち取り組んでいる状況を知り、地域ぐ

るみで子どもたちを育むことの大切さを実感しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

渡内の「子ども会」や「まちのこクラブ」の現状を共有 

開催日時：10 月 30 日（月）19 時～20 時 30 分（会場：しあわせ村 ３F 小会議室）    
連絡先：東海市市民協働課  電話：052-603-2211               Email： 

0562-33-1111（内線 152、154）  chiiki@city.tokai.lg.jp 

【次回】第４回懇談会開催予定 

サポート 

⇒【次回】地域ぐるみで子どもを育む活動を支える方法を検討！ 

子どもたちのためにこんな渡内にしたい！ 

◎子どもたちが楽しく過ごせる環境がある！ 

◎大人も楽しくて活動参加したくなる！ 

◎役員（保護者）の負担を減らしたい！  

◎規模の異なる３つの単位子ども会があり、クリスマス会、送別会など実施。 
◎地域によっては町内会と合同で行っている活動（資源回収など）も多くある。 
▲会員の確保、役員の負担軽減が課題。新１年生の情報がないため勧誘が困難。 
▲居住地域に子ども会がなく、参加したくてもできない子どもがいる。 
▲居住地区と通学する小学校区が異なり、コミュニティの情報が届きにくい。 
▲次年度の組織の継続が懸念される子ども会がある。 

日時：９月 25 日（月）午後７時～午後９時 

場所：しあわせ村福祉団体活動室 

◎渡内小学校の児童全員が対象。 ◎市からの補助金で運営。 
◎児童館の児童厚生員と連携して、夏祭り、秋祭り、クリスマス会などを実施。 
◎以前は役員によるイベントの景品づくりがあったが、現在はなく負担が減少。 
◎会議は月に１回、休日に実施。 
▲役員の選出方法はPTA役員などとの調整があり、わかりにくい。 

コミュニティとして、もっと子どもたちのことを支えたい！ 

■子どもを取り巻く活動を支える仕組みを考えてはどうか。 

■子ども会に入ることができない（入っていない）子どもも参加できる行事を実施

してはどうか。 

■中高校生の頃からコミュニティ行事の運営をサポートしてもらったらどうか。 
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